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下
伊
那
赤
十
字
病
院
（
以
下
、
当
院
）
は
、
長
野
県
下
伊

那
郡
松
川
町
に
あ
る
一
般
56
床（
う
ち
地
域
包
括
ケ
ア
34
床
）、

療
養
６
床
の
小
規
模
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
で
、
介
護
医
療
院

34
床
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
併
設
し
て
い
る
。

常
勤
医
は
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
小
児
科
に
７
名
で
、

非
常
勤
医
と
と
も
に
地
域
の
救
急
・
災
害
と
慢
性
期
疾
患
の

拠
点
と
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
っ
て

い
る
。

　
当
院
は
50
年
前
に
鼎
町
（
現
在
の
飯
田
市
）
か
ら
松
川
町

に
移
転
し
た
た
め
建
物
は
老
朽
化
し
て
い
る
が
、
経
営
の
悪

化
や
建
築
費
高
騰
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
修
繕
を
行
い
な
が

ら
凌
い
で
い
る
。
同
様
に
、
医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
遅
れ
て

お
り
、
２
０
１
３
年
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
も
の
の
電
子
カ
ル
テ
運
用
に
は
至
ら
ず
、
２
０
２
４
年
９

月
に
よ
う
や
く
電
子
カ
ル
テ
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た（
表
１
）。

厚
生
労
働
省
の
統
計
で
は
、令
和
５
年
に
お
け
る
２
０
０
床

未
満
の
病
院
で
の
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
率
は
59
・
０
％
、
一

般
診
療
所
が
55
・
０
％
と
の
報
告
が
あ
る
が
、
１
０
０
床
未

満
の
当
院
の
よ
う
な
小
規
模
な
病
院
で
の
電
子
カ
ル
テ
導
入

は
い
ま
だ
全
体
の
半
数
程
度
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る１

。

　
本
稿
で
は
、
な
ぜ
「
い
ま
さ
ら
、
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
」

し
た
の
か
に
つ
い
て
、
当
院
に
お
け
る
導
入
の
経
緯
、
導
入

前
後
の
院
内
の
変
化
、
課
題
な
ど
を
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
の
で
、
結
果
を
含
め
報
告
す
る
。
な
お
、
筆
者
は
高

山
赤
十
字
病
院
在
籍
中
の
２
０
０
１
年
に
初
め
て
電
子
カ
ル

テ
（
亀
田
・
三
菱
電
機
）
を
導
入
し
、
約
10
年
後
に
富
士
通

の
電
子
カ
ル
テ
に
移
行
・
更
新
を
経
験
し
た
。

１
．医
師
・
看
護
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
求
職
活
動
へ
の

影
響

　
当
院
の
実
習
生
（
医
師
・
看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
等
）

た
ち
の
多
く
は
、
電
子
カ
ル
テ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
県
内
の

他
病
院
で
の
臨
床
研
修
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当

要
旨
：
小
規
模
病
院
で
あ
る
下
伊
那
赤
十
字
病
院
が
、

２
０
２
４
年
９
月
に
電
子
カ
ル
テ
を
よ
う
や
く
導
入
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
確
保
に
お
い
て
電
子
カ
ル
テ
は
必
須
条
件
で
あ
っ

た
が
、
導
入
費
用
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
導
入
後
、
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
導
入
効
果
の
検
証
を
考
察
す
る
。

い
ま
さ
ら
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
？

院
へ
の
新
規
採
用
を
希
望
し
て
き
た
医
師
・
看
護
師
な
ど
に

対
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
未
導
入
の
病
院
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
「
時
代
遅
れ
」
的
な
印
象
を
与
え
か
ね
ず
、
採
用
に
お
い

て
不
利
な
条
件
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
他

病
院
で
電
子
カ
ル
テ
を
す
で
に
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
紙
カ

ル
テ
運
用
に
戻
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
あ
り
、
再
就
職
動
機

の
減
退
や
就
業
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
に
も
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

２
．カ
ル
テ
搬
送
業
務
、
保
管
場
所
確
保
の
非
効
率

　
外
来
受
付
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
は
外
来
カ
ル
テ
保
管
棚
が

林
立
し
て
お
り（
過
去
カ
ル
テ
は
病
院
敷
地
内
倉
庫
に
収
納
）、

職
員
の
動
線
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。
主
に
委
託
事
務
職
員

に
よ
っ
て
事
前
に
カ
ル
テ
を
搬
送
し
、
紙
カ
ル
テ
内
の
内
容

を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
中
で
、

翌
日
の
外
来
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。

３
．周
辺
病
院
で
は
す
で
に
電
子
カ
ル
テ
・
自
動
再
来
受
付

な
ど
を
導
入

　
近
隣
の
同
規
模
の
病
院
で
す
ら
電
子
カ
ル
テ
や
自
動
再
診

受
付
機
が
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
た
た
め
、
両
方
の
病
院
を

掛
け
持
ち
で
通
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
か
ら
も
、
当
院
に
対
し

導
入
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

は
じ
め
に

白
子
隆
志

下
伊
那
赤
十
字
病
院 

院
長

紙
カ
ル
テ
運
用
に
お
け
る
問
題
点

何故、今!?　電子カルテ新規導入の理由総特集

経験者が示す
有用性と課題

総 論

導入の要件と
今日的留意点
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４
．さ
ま
ざ
ま
な
書
類
の
重
複
・
保
管

　
手
書
き
書
類
は
減
っ
て
い
た
も
の
の
、
書
類
の
一
部
は
オ

ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
上
で
作
成
・
印
刷
し
、
紙
カ
ル
テ
と

一
緒
に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、
フ
ァ
イ
ル
が
厚
く
な
り
、

入
院
時
の
病
棟
で
の
保
管
場
所
も
増
え
て
い
た
。
ま
た
、
多

く
の
検
査
結
果
や
伝
票
が
依
然
外
来
カ
ル
テ
に
貼
ら
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
無
駄
な
ク
ラ
ー
ク
業
務
が
残
存
し
て
い
た
。

病
棟
に
は
、
多
く
の
看
護
手
順
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
紙
伝
票
な

ど
も
棚
や
引
き
出
し
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、

煩
雑
で
あ
っ
た
。

５
．患
者
情
報
共
有
の
不
備

　
カ
ル
テ
の
記
載
内
容
は
主
治
医
の
カ
ル
テ
記
載
能
力
に
よ

る
と
こ
ろ
も
大
き
い
が
、
紙
カ
ル
テ
で
は
日
々
の
カ
ル
テ
記

載
が
乏
し
く
、
サ
マ
リ
ー
な
ど
が
な
い
と
主
治
医
以
外
が
患

者
さ
ん
の
背
景
、
経
過
、
患
者
家
族
へ
の
説
明
内
容
な
ど
を

把
握
す
る
の
に
苦
労
し
た
。
ま
た
、
医
師
の
字
が
〟達
筆
〝

す
ぎ
て
解
読
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
医
療
情
報
共
有
の
点

で
困
難
を
極
め
、
医
療
安
全
的
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。

　
当
院
で
は
、
①
医
療
安
全
面
へ
の
寄
与
、
②
医
療
の
質
の

表1　当院の医療情報システム（基幹システム）の経緯

表2　当院の電子カルテ導入の目的

◆Summary
Are you serious about introduction of electric medical records, now?
The Shimoina Red Cross Hospital, a small hospital, finally introduced electronic medical records in September 2024. Electronic 
medical records were a prerequisite for staff recruitment, but the cost of introduction became a major issue. After the 
introduction, a staff questionnaire will be conducted to consider the verification of the implementation effect.

向
上
、
③
医
療
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
と
地
域
連
携
の
強
化
、
を
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
目
的
に
掲
げ
、
前
述
し
た
紙
カ
ル
テ
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消
す
べ
く
、
以
下
に
示

す
目
標
に
て
電
子
カ
ル
テ
導
入
を
目
指
し
た
（
表
２
）。

１
．書
類
作
成
の
効
率
化
と
紙
媒
体
保
存
ス
ペ
ー
ス
の
削
減

　
こ
れ
ま
で
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
作
成
さ
れ

て
い
た
書
類
に
加
え
、
処
置
や
注
射
な
ど
の
オ
ー
ダ
ー
が
電

子
化
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
今
回
、
電
子
認
証
シ
ス
テ
ム
は
未

導
入
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
書
・
承
諾
書
な
ど
は
従
来

通
り
印
刷
し
説
明
後
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
保
存
し
て
い
る
た
め
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
は
ま
だ
ま
だ
程
遠
い
状
態
で
あ
る
。

２
．導
入
に
お
け
る
時
間
と
コ
ス
ト
削
減

　
今
回
の
電
子
カ
ル
テ
導
入
費
用
は
当
院
の
医
業
売
り
上
げ

の
約
10
％
に
相
当
し
、
医
業
収
支
で
赤
字
を
計
上
し
て
い
る

病
院
に
と
っ
て
決
し
て
小
さ
な
投
資
で
は
な
か
っ
た
が
、
前

述
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
デ
メ
リ
ッ
ト
の
克
服
を
目
標
に
導
入
に

踏
み
切
っ
た
。
た
だ
し
、
当
院
に
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

（
以
下
、
Ｓ
Ｅ
）
や
情
報
シ
ス
テ
ム
専
属
の
職
員
が
い
な
い

た
め
、
医
事
課
長
と
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
県
内
赤
十
字
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
看
護
師
長
が
責
任

者
と
な
っ
た
。
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
電
子
カ
ル
テ
に
移
行

す
る
多
く
の
看
護
手
順
や
診
療
手
順
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
の

整
理
と
マ
ス
タ
ー
の
作
成
、
職
員
へ
の
教
育
支
援
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
準
備
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
病
棟
で
は
新
た
に
電
子
カ
ル
テ
端
末
（
カ
ル
テ
端
末
カ
ー

ト
）
を
増
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
看
護
師
の
希
望
を
聞

き
な
が
ら
も
必
要
最
小
限
の
台
数
と
し
た
。
一
方
、
外
来
で

は
端
末
を
増
設
せ
ず
、
呼
び
出
し
シ
ス
テ
ム
用
の
外
来
待
合

モ
ニ
タ
ー
も
、
各
外
来
に
設
置
さ
れ
て
い
た
既
存
の
大
画
面

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
代
用
し
た
。

３
．電
子
カ
ル
テ
導
入
教
育

　
電
子
カ
ル
テ
運
用
の
前
に
各
部
門
で
計
画
的
に
教
育
が
行

わ
れ
、
可
能
な
限
り
勤
務
時
間
内
に
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
、

（1）医療安全面への寄与、責任の所在の明確化
①オーダー時の各種チェック機能
②3点認証によるミスの防止
③インシデントリポートの作成、分析

（2）医療の質の向上
①業務の標準化、見やすい分かりやすい診療記録
②業務効率の向上
③受付番号表示・呼び出しへの対応

（3）医療DXへの対応と地域連携の強化
①国が推進している施策への対応

（標準電子カルテ、マイナ保険証など）
②診療報酬・介護報酬改定での地域連携の重要性

年 内 容 
- NEC オフィスコンピュータ（オフコン）時代 

平成14
(2002) 

医事会計システム導入 
富士通製 HOPE SX-P 

平成21
(2009)

医事会計システム入替 
HOPE SX-P⇒富士通製 HOPE SX-J 

平成25
(2013)

富士通製電子カルテシステム EGMAIN ｰ NX導入（注1）
オーダリングシステムの運用開始

平成30
(2018)

医事会計システム、電子カルテシステムをNEC社製に変更
HOPE SX-J⇒NEC社製 MegaOak IBARSⅢ
EGMAIN ｰ NX⇒NEC社製 MI・RA・Is/AZ（注1）　

令和6 
(2024)

電子カルテ運用開始　電子カルテシステム入替 
MI・RA・Is/AZ⇒MI・RA・Is V Lite 

注1　電子カルテシステムは導入したが運用せず、オーダリングシステムのみ運用

電
子
カ
ル
テ
導
入
の
経
緯
と
目
標
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困
難
な
場
合
の
み
時
間
外
勤
務
と
し
て
行
わ
れ
た
。
今
回
の

導
入
は
、
従
来
使
用
し
て
い
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
「M

I

・RA

・Is/A
Z

」
か
ら
電
子
カ
ル
テ
「M

I

・

RA

・Is V
 Lite

」
へ
の
追
加
変
更
で
あ
っ
た
た
め
（
表
１
）、

部
門
シ
ス
テ
ム
で
の
マ
ス
タ
ー
設
定
や
運
用
ル
ー
ル
の
一
部

変
更
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
は
覚
え
る
こ
と

が
限
ら
れ
て
お
り
、
教
育
で
の
時
間
短
縮
が
可
能
に
な
っ
た
。

４
．患
者
動
線
の
変
更
と
施
設
の
改
修

　
当
院
の
受
診
患
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
ら
ず
患
者
さ
ん
た
ち
に
も
受
付
か
ら
診
察
室
入
室
、

検
査
へ
の
移
動
な
ど
の
変
更
が
起
こ
り
、
一
時
的
な
混
乱
を

招
い
た
。
自
動
再
診
受
付
機
の
導
入
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

患
者
呼
び
出
し
を
受
付
番
号
で
行
う
形
に
変
更
し
、
入
室
を

告
知
す
る
チ
ャ
イ
ム
と
モ
ニ
タ
ー
表
示
で
行
う
こ
と
に
し
た
。

基
本
的
に
基
本
カ
ー
ド
を
持
っ
た
患
者
さ
ん
が
受
付
、
診
察
、

検
査
、
会
計
へ
と
移
動
す
る
動
線
と
な
っ
た
。

５
．電
子
カ
ル
テ
導
入
に
対
す
る
医
師
の
抵
抗

　
当
院
で
長
年
勤
務
し
多
く
の
外
来
患
者
を
抱
え
る
医
師
の

中
に
は
、
初
め
て
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
す
る
こ
と
に
大
き
な

不
安
と
不
満
を
訴
え
る
人
も
い
た
が
、
運
用
が
遅
れ
て
い
た

医
師
事
務
作
業
補
助
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
不
満
の
解

消
と
と
も
に
円
滑
な
外
来
業
務
の
継
続
を
優
先
し
た
。

６
．医
療
安
全

　
カ
ル
テ
の
電
子
化
の
１
つ
の
目
標
と
し
て
医
療
安
全
が
あ

る
。
今
回
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の
患
者
確
認
に
３
点
認
証
が

導
入
さ
れ
、
特
に
投
薬
な
ど
の
患
者
間
違
え
の
減
少
が
期
待

さ
れ
た
。

１
．医
療
安
全
面
へ
の
寄
与

　
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
前
に
は
、
看
護
手
順
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
病
棟
に
積
ま
れ
て
い
た
そ
れ
ら

図1　電子カルテ導入後アンケート結果（回答者100名）
A：回答者職種　B：導入前時間外勤務時間　C：業務改善の実感　D：職員へのメリットの有無　E：電子カルテと紙カルテの比較　
F：電子カルテ導入の成否

職種

職員へのメリットについて紙カルテに戻りたいか導入は成功か？（1から5点）

導入前時間外業務効率の改善について

▪医師　▪看護師 保健師　▪事務　▪技師
▪薬剤師　▪リハビリ　▪管理栄養士

▪ある　▪ない　▪わからない
▪どちらかというと戻りたい　　  ▪戻りたくない
▪どちらかというと戻りたくない  ▪どちらでもない

▪10時間以内　▪11－29時間
▪30－49時間

▪悪化　▪改善　▪不変　▪わからない
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DEF
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電
子
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ル
テ
導
入
後
の
変
化
・
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の
達
成
度
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経験者が示す
有用性と課題

総 論

導入の要件と
今日的留意点

何故、今!?　電子カルテ新規導入の理由総特集

経験者が示す
有用性と課題

総 論
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な
い
。
た
だ
し
、
画
面
上
の
設
定
不
備
な
ど
の
変
更
は
、
シ

ス
テ
ム
担
当
の
看
護
師
長
や
遠
隔
操
作
で
ベ
ン
ダ
ー
が
対
応

し
て
く
れ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
侵
入
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
や
マ
ス
タ
ー
管
理
な
ど
に
つ
い
て
は
、
院
内

に
Ｓ
Ｅ
が
常
駐
し
て
い
な
い
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
担
当
の
医
事

課
長
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当

院
で
は
各
部
署
の
単
位
が
小
さ
い
た
め
、
電
子
カ
ル
テ
担
当

ス
タ
ッ
フ
（
医
師
・
看
護
師
・
事
務
・
技
師
）
は
他
の
業
務

以
外
の
仕
事
を
抱
え
て
い
る
中
で
今
回
、
比
較
的
短
時
間
に

大
き
な
問
題
な
く
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
で
き
た
こ
と
は
、
非

常
に
幸
運
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
努
力
を
誇
ら

し
く
思
う
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
常
勤
Ｓ
Ｅ
不
在
の
中
で
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
電
子
認
証
シ
ス
テ
ム
と
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
そ
し
て
何
よ
り
シ
ス
テ
ム
の

維
持
と
新
た
な
更
新
に
お
い
て
の
資
金
の
制
約
が
挙
げ
ら
れ

る
。
特
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
国
か
ら
の
資
金
援
助
が
、

小
規
模
病
院
で
の
電
子
カ
ル
テ
の
１
０
０
％
普
及
の
カ
ギ
を

握
る
と
思
わ
れ
る
。

「
電
子
化
さ
れ
た
が
、
病
院
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
笑
い

話
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

の
フ
ァ
イ
ル
が
整
理
さ
れ
た
と
同
時
に
多
く
の
伝
票
類
も
不

要
に
な
り
、
机
・
棚
・
引
き
出
し
を
減
ら
す
こ
と
で
病
棟
内

の
整
理
整
頓
が
で
き
た
。
薬
剤
内
服
、
注
射
に
関
す
る
イ
ン

シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
数
を
導
入
前
後
の
10
ヵ
月
間
（
２
０
２

３
～
２
０
２
４
年
と
２
０
２
４
～
２
０
２
５
年
の
同
月
）
で

比
較
す
る
と
、
月
平
均
で
約
半
数
に
減
少
し
て
い
た
。
調
査

対
象
が
短
く
、
レ
ポ
ー
ト
の
数
で
の
比
較
は
で
き
な
い
が
、

「
３
点
認
証
に
よ
る
患
者
確
認
」
が
寄
与
し
た
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
た
。

２
．医
療
の
質
の
向
上

　
カ
ル
テ
記
載
を
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
に
統
一
し
た
こ
と
で
、
分
か
り

や
す
い
診
療
録
に
な
っ
た
。
電
子
カ
ル
テ
上
の
ク
リ
ニ
カ
ル

パ
ス
は
導
入
で
き
て
い
な
い
が
、
主
治
医
毎
に
異
な
っ
て
い

た
指
示
簿
や
治
療
も
見
え
る
化
さ
れ
、
以
前
と
比
べ
診
療
科

内
で
標
準
的
な
医
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
電
子
カ
ル

テ
の
利
点
と
し
て
同
時
閲
覧
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
多
職
種

が
患
者
さ
ん
に
関
わ
る
密
度
も
増
え
、
業
務
効
率
が
向
上
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
毎
週
の
多
職
種
で
行
う
病
棟
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
電
子
カ
ル
テ
画
面
を
同
時
に

見
な
が
ら
情
報
交
換
が
で
き
、
患
者
さ
ん
の
状
態
を
把
握
し

や
す
く
な
り
、
入
退
院
の
情
報
共
有
の
点
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
。

３
．医
療
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
と
地
域
連
携
強
化

　
当
地
域
で
の
飯
田
下
伊
那
診
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム

（ism
-Link

）
に
も
対
応
し
て
、
電
子
化
さ
れ
た
病
院
と
診

療
所
間
、
介
護
分
野
へ
の
円
滑
な
情
報
交
換
を
促
し
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
な
医
療
提
供
体
制
を
よ
り
進
め
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

４
．自
動
再
診
受
付
機
及
び
患
者
呼
び
出
し
シ
ス
テ
ム
の

効
用

　
当
初
、
自
動
再
診
受
付
機
を
正
面
玄
関
付
近
に
設
置
し
専

属
の
職
員
が
高
齢
の
患
者
さ
ん
に
使
用
方
法
、
患
者
動
線
を

説
明
し
て
い
た
が
、
３
ヵ
月
後
に
は
混
乱
は
な
く
な
っ
た
と

判
断
し
、
従
来
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
設
置
に
落
ち
着
い

た
。
同
時
導
入
し
た
患
者
呼
び
出
し
シ
ス
テ
ム
（
患
者
名
前

呼
び
出
し
を
受
付
番
号
表
示
）
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
混
乱

は
な
か
っ
た
。

　
導
入
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
職
員
数
１
４
９
名
の
う

ち
１
０
０
名
か
ら
回
答
を
得
た
。
回
答
者
は
看
護
師
が
約
半

数
、
事
務
職
、
技
師
と
続
き
、
医
師
は
５
％
で
あ
り
、
過
去

に
電
子
カ
ル
テ
を
経
験
し
て
い
た
職
員
は
42
％
で
あ
っ
た
。

導
入
前
の
教
育
に
要
し
た
時
間
外
勤
務
は
、「
10
時
間
以
内
」

が
72
％
で
あ
っ
た
。
導
入
後
の
自
身
の
業
務
量
に
つ
い
て
は
、

「
変
わ
ら
な
い
」「
減
っ
た
」
が
67
％
で
、「
業
務
効
率
の
向

上
を
実
感
し
た
」
職
員
が
63
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
職
員
へ

の
導
入
メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、「
あ
る
」
が
85
％
で
あ
り
、

「
紙
カ
ル
テ
に
戻
れ
な
い
」
が
90
％
を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
の

職
員
が「
成
功
」
と
感
じ
て
い
た
。
一
方
、
職
員
か
ら
の
課

題
と
し
て
は
「
端
末
不
足
」
が
最
も
多
く
、「
Ｓ
Ｅ
の
育
成
」

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」「
マ
ス
タ
ー
管
理
」「
ス

キ
ャ
ン
業
務
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
国
の
施
策
で
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
電
子
カ
ル
テ
を
１

０
０
％
普
及
さ
せ
、
そ
の
情
報
を
共
有
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
政
府
が
進
め
る
医
療
Ｄ

Ｘ
の
柱
の
１
つ
が
「
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
」
の

全
国
的
な
展
開
で
あ
り
、
全
国
の
医
療
機
関
や
薬
局
に
お
い

て
、
患
者
の
同
意
の
も
と
、
必
要
な
医
療
情
報
を
共
有
・
閲

覧
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
当
院
で
は
電
子
カ
ル
テ
導
入
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
が
、

幸
い
シ
ス
テ
ム
停
止
な
ど
の
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
生
じ
て
い

※
　
　
　
　
　
※

白
子
隆
志
（
し
ろ
こ
・
た
か
し
）
●
59
年
長
野
県
生
ま
れ
。
85
年

岐
阜
大
学
医
学
部
卒
業
。
同
年
か
ら
同
大
学
附
属
病
院 

第
二
外

科
（
現
腫
瘍
外
科
）・
麻
酔
科
・
小
児
外
科
、
91
年
～
21
年
高
山

赤
十
字
病
院
外
科 

救
急
科
・
副
院
長
、
そ
の
間
、
96
年
～
97
年

Rosw
ell Park Cancer Institute

（
Ｕ
Ｓ
Ａ
）、
04
年
名
古
屋
第

二
赤
十
字
病
院 

外
科
・
救
急
科
、
21
年
飯
田
市
立
病
院 

外
科
、

24
年
下
伊
那
赤
十
字
病
院 

院
長
。
02
年
～
18
年
ア
フ
リ
カ
、
ア

ジ
ア
の
紛
争
地
で
赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
戦
傷
外

科
医
と
し
て
、
計
７
回
派
遣
。

文
献

1 

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
等
の
普
及
状
況
の
推
移
（
厚
生
労
働
省
）

　 https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/content/10800000/000938782.pdf
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に
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す
る
導
入
後
ア
ン
ケ
ー
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結
果
（
図
１
）

国
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進
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Ｄ
Ｘ
と
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模
病
院
で
の
課
題
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